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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から供給されるファントム電源と内蔵電源とを切り替えて使用するコンデンサーマ
イクロホンであって、
　ファントム電源からマイクロホン回路に至るファントム電源供給回路および内蔵電源か
らマイクロホン回路に至る内蔵電源供給回路と、
　ファントム電源供給回路に接続されてファントム電源の供給の有無を検知する検知手段
と、
　上記検知手段がファントム電源の供給を検知しているとき内蔵電源供給回路を遮断する
スイッチ手段と、を備え、
　上記検知手段はフォト－ＭＯＳリレーが備える発光ダイオードで構成されていてファン
トム電源供給回路に直列に接続され、
　上記スイッチ手段は上記フォト－ＭＯＳリレーが備えているＭＯＳＦＥＴで構成され、
　上記ＭＯＳＦＥＴは上記発光ダイオードの点滅によって上記内蔵電源供給回路を開閉す
るように接続されているコンデンサーマイクロホン。
【請求項２】
　フォト－ＭＯＳリレーの発光ダイオードはファントム電源供給回路からファントム電源
が供給されることによって発光し、フォト－ＭＯＳリレーのＭＯＳＦＥＴは上記発光ダイ
オードの発光によって内蔵電源供給回路を遮断するように接続されている請求項１記載の
コンデンサーマイクロホン。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンデンサーマイクロホンに関するもので、特に、ファントム電源供給回路
と内蔵電源供給回路との切り換え回路に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　コンデンサーマイクロホンは、電気音響変換器であるコンデンサーマイクロホンユニッ
トのインピーダンスが高いことから、ＦＥＴ（電界効果型トランジスタ、以下同じ）など
を用いたインピーダンス変換器が用いられている。このインピーダンス変換器を動作させ
るには電源が必要である。コンデンサーマイクロホンの電源には、マイクロホン内に内蔵
させる電源すなわち一般的には電池と、外部から電源を供給するためのミキサーあるいは
ファントム電源がある。上記ファントム電源は、日本電子機械工業会（ＥＩＡＪ）規格Ｒ
Ｃ－８１６２Ａ「マイクロホンの電源供給方式」に規定されているように、マイクロホン
の出力コードを経由してマイクロホンに供給される（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　比較的安価な一般用のコンデンサーマイクロホンでは、内蔵した電源電池のみで動作さ
せるようになっている。これに対して業務用のコンデンサーマイクロホンは、内蔵電源電
池のみで動作させると、電池が消耗したときに使用を継続することができなくなり、信頼
性を維持することができなくなるため、外部から供給されるファントム電源を主電源とし
て使用し、内蔵電池はファントム電源に不具合が合った場合の補助電源として使用してい
る。
【０００４】
　ファントム電源と内蔵電源電池を併用するコンデンサーマイクロホンにおいて、ファン
トム電源からの電源供給と内蔵電源電池からの電源供給を同時に行うと、ファントム電源
から電源電池に電流が流れ込み、電源電池の発熱、液漏れなどの不具合を生じる。そこで
ファントム電源と内蔵電源電池を併用する従来のコンデンサーマイクロホンでは、電源電
池からマイクロホン回路への電源供給回路に、ファントム電源から電源電池に流入しよう
とする電流を阻止するためのダイオードを直列に接続している。
【０００５】
　図２は、上記ダイオードを備えた従来のコンデンサーマイクロホンの例を示す。図２に
おいて、コンデンサーマイクロホンユニット１０は一方の端子がアースに接続され、他方
の端子がマイクロホン回路１２に接続されている。マイクロホン回路１２は、マイクロホ
ンユニット１０のインピーダンスを低インピーダンスに変換するＦＥＴ、増幅回路などを
有してなる。マイクロホン回路１２のアース側端子はアースに接続され、マイクロホン回
路１２の電源端子には、ファントム電源供給回路１４から電源が供給されるとともに、内
蔵電源電池２０からも電源が供給されるようになっている。ファントム電源供給回路１４
には定電流ダイオードからなる定電流回路１６が接続され、ファントム電源使用時にマイ
クロホン回路１２に一定の電流を供給するようにして消費電流を規定するように構成され
ている。内蔵電源電池２０からの電源供給回路には、例えばショットキーダイオードなど
の逆流防止ダイオード２２が接続され、ファントム電源からの電流が内蔵電源電池２０に
流れ込むのを防止している。内蔵電源電池２０のマイナス側はアースに接続されている。
【０００６】
　マイクロホン回路１２の出力端子は、トランス２４の一次コイル２６の一方の端子に接
続されている。トランス２４の一次コイル２６の他方の端子はアースに接続されている。
マイクロホン本体には規格化された３ピンのコネクタが設けられていて、このコネクタに
ケーブル側コネクタが装着されることにより、外部からファントム電源が供給されるとと
もに、電気音響変換されてなるマイクロホン出力が外部回路に出力されるようになってい
る。また、上記アースがアース端子を介してケーブルのアースに接続され、外部回路のア
ースに接続されるようになっている。図２に示す符号１，２，３は上記コネクタの端子番
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号を示す。１番端子はアース端子、ホット側の２番端子とコールド側の３番端子は音声信
号の出力端子で、上記トランス２４の二次コイル２８の、一方の端子が２番端子に他方の
端子が３番端子に接続されている。上記ケーブルと３コネクタを介して外部からファント
ム電源が供給され、マイクロホン内では上記二次コイル２８のセンタータップがファント
ム電源回路１４に接続され、ファントム電源がマイクロホン回路１２に供給されるように
構成されている。
【０００７】
　上記従来のコンデンサーマイクロホンによれば、ファントム電源が供給されているとき
に、ファントム電源からの電流が内蔵電源電池２０に流れ込むのをダイオード２２が阻止
する。これによって内蔵電源電池２０が保護される。しかし、ダイオード２２は順方向に
電流が流れる場合であっても、端子間に一定の電圧がかかることは周知のとおりであり、
したがって、内蔵電源電池２０からの供給電圧が、内蔵電源電電地２０からの電源供給回
路に直列接続されたダイオード２２の上記端子電圧の分だけ低下し、低下した電圧がマイ
クロホン回路１２に供給される。マイクロホン回路１２に供給される電圧が低くなると、
その分マイクロホンの最大出力電圧が低くなる。かかる不具合を軽減するためには、でき
るだけ順方向電圧が低いダイオードであることが望ましく、そのためには、前述のショッ
トキーダイオードを用いるとよい。しかしながら、ショットキーダイオードも、順方向電
圧は０．４Ｖである。
【０００８】
　例えば、図２に示すように内蔵電源電電地２０の電圧が１．５Ｖであるとすると、逆流
防止回路を構成するショットキーダイオードを経てマイクロホン回路１２に供給される電
源電圧は１．１Ｖに低下してしまうことになる。すなわち、１．５Ｖから約２７％低下す
ることになる。これを最大出力レベルにすると約２．７ｄｂ低下することになる。
【０００９】
【特許文献１】特開２００２－３６９２７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、以上説明した従来例の問題点を解消するためになされたもので、外部から供
給されるファントム電源と内蔵電源とを切り換えて使用するコンデンサーマイクロホンに
おいて、マイクロホン回路に内蔵電源から電源を供給しているとき、電源電圧の降下が軽
微で、内蔵電源の電圧値に近い電圧をマイクロホン回路に供給することができ、マイクロ
ホンの出力レベルの低下を軽減することができるコンデンサーマイクロホンを提供するこ
とを目的とする。
　本発明はまた、ファントム電源が供給されているときは自動的に内蔵電源からの電源供
給回路を遮断して、ファントム電源が内蔵電源に流入する不具合を防止することができる
コンデンサーマイクロホンを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、ファントム電源からマイクロホン回路に至るファントム電源供給回路および
内蔵電源からマイクロホン回路に至る内蔵電源供給回路と、ファントム電源供給回路に接
続されてファントム電源の供給の有無を検知する検知手段と、上記検知手段がファントム
電源の供給を検知しているとき内蔵電源供給回路を遮断するスイッチ手段と、を備え、上
記検知手段はフォト－ＭＯＳリレーが備える発光ダイオードで構成されていてファントム
電源供給回路に直列に接続され、上記スイッチ手段は上記フォト－ＭＯＳリレーが備えて
いるＭＯＳＦＥＴで構成され、上記ＭＯＳＦＥＴは上記発光ダイオードの点滅によって上
記内蔵電源供給回路を開閉するように接続されていることを最も主要な特徴とする。
　上記フォト－ＭＯＳリレーの発光ダイオードはファントム電源供給回路からファントム
電源が供給されることによって発光し、フォト－ＭＯＳリレーのＭＯＳＦＥＴは上記発光
ダイオードの発光によって内蔵電源供給回路を遮断するように接続するとよい。
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【発明の効果】
【００１２】
　ファントム電源が供給されているときはこれを検知手段が検知し、スイッチ手段が内蔵
電源供給回路を遮断するため、ファントム電源から内蔵電源に電流が流れ込むことが防止
され、内蔵電源が保護される。停電その他によってファントム電源が停止すると、これを
検知手段が検知し、スイッチ手段が内蔵電源供給回路からマイクロホン回路に電源を供給
する。スイッチ手段は、これを電圧降下のない、あるいは電圧降下があっても電圧効果が
少ないものを選択することにより、内蔵電源からマイクロホン回路に供給される電源電圧
を内蔵電源電圧に近い電圧にすることができる。
　上記検知手段とスイッチ手段を、フォト－ＭＯＳリレーで構成すれば、内蔵電源供給時
の電圧降下が少なく、内蔵電源電圧に近い電圧をマイクロホン回路に供給することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明にかかるコンデンサーマイクロホンの実施例を、図１を参照しながら説明
する。図２の従来例と同じ構成部分には同じ符号を付している。
　図１において、コンデンサーマイクロホンユニット１０は一方の端子がアースに接続さ
れ、他方の端子がマイクロホン回路１２に接続されている。マイクロホン回路１２は、マ
イクロホンユニット１０のインピーダンスを低インピーダンスに変換するＦＥＴ、増幅回
路などを有してなる。マイクロホン回路１２のアース側端子はアースに接続され、マイク
ロホン回路１２の電源端子には、ファントム電源供給回路１４から電源が供給されるとと
もに、内蔵電源電池２０からも電源を供給することができるようになっている。ファント
ム電源供給回路１４には定電流ダイオードなどからなる定電流回路１６が接続され、ファ
ントム電源使用時にマイクロホン回路１２に一定の電流を供給するようにして消費電流を
規定するように構成されている。
【００１４】
　ファントム電源供給回路１４にはさらにフォト－ＭＯＳリレー３０の発光ダイオード３
２が直列に接続され、ファントム電源供給回路１４からファントム電源が供給されている
ときは発光ダイオード３２が発光するようになっている。上記内蔵電源電池２０からマイ
クロホン回路１２の電源供給回路には、上記フォト－ＭＯＳリレー３０を構成する二つの
ＭＯＳＦＥＴ３４が接続されている。この二つのＭＯＳＦＥＴ３４はゲート同士が接続さ
れ、ソースとドレインが直列に接続されていて、ベースに光が照射されることにより二つ
のＭＯＳＦＥＴ３４がオフすなわち絶縁状態となり、内蔵電源電池２０からマイクロホン
回路１２への電源供給回路が遮断されるように接続されている。したがって、ファントム
電源供給回路１４からファントム電源が供給されているときは、マイクロホン回路１２は
ファントム電源のみで動作する。これに対して、停電などによって外部からのファントム
電源の供給が停止して、発光ダイオード３２が消灯すると、二つのＭＯＳＦＥＴ３４がオ
ンとなり、双方向への通電が可能となる。したがって、内蔵電源電池２０からマイクロホ
ン回路１２に電源が供給される。このときの二つのＭＯＳＦＥＴ３４の端子間の抵抗は低
く、この端子間にかかる電圧は、ショットキーダイオードなどに比べるとかなり低い。フ
ォト－ＭＯＳリレー３０として、例えば、株式会社東芝製のＴＬＰ４１７６Ｇを用いるこ
とができる。
【００１５】
　フォト－ＭＯＳリレー３０が上記のように接続されているため、ファントム電源供給回
路１４からマイクロホン回路１２に電源が供給されているときは、フォト－ＭＯＳリレー
３０の発光ダイオード３２が発光してその光束が二つのＭＯＳＦＥＴ３４のゲートを照射
し、二つのＭＯＳＦＥＴ３４はオフとなって、内蔵電源電池２０からマイクロホン回路１
２への電源供給回路を遮断している。これにより、ファントム電源の電流が内蔵電源電池
２０に流れ込むのを防止している。停電その他のトラブルなどによってファントム電源供
給回路１４からのファントム電源の供給が停止すると、フォト－ＭＯＳリレー３０の発光
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ダイオード３２への電源供給が停止し、発光ダイオード３２が消灯する。これによりフォ
ト－ＭＯＳリレー３０の二つのＭＯＳＦＥＴ３４への光束の照射が停止し、二つのＭＯＳ
ＦＥＴ３４がオンし、内蔵電源電池２０からマイクロホン回路１２に電源が供給されて、
マイクロホン回路１２は動作し続ける。このように、ファントム電源をメインとして使用
し、ファントム電源にトラブルがあったとしても、自動的に内蔵電源電池２０に切り替え
られ、内蔵電源電池２０で補助されて、動作が継続される。以上の説明から明らかなよう
に、フォト－ＭＯＳリレー３０の発光ダイオード３２は、ファントム電源供給回路１４に
接続されてファントム電源の供給の有無を検知する検知手段を構成している。フォト－Ｍ
ＯＳリレー３０の二つのＭＯＳＦＥＴ３４は、内蔵電源供給回路に接続されて、上記検知
手段がファントム電源の供給を検知しているとき内蔵電源供給回路を遮断するスイッチ手
段を構成している。
【００１６】
　上記内蔵電源電池２０のマイナス側はアースに接続されている。マイクロホン回路１２
の出力端子は、トランス２４の一次コイル２６の一方の端子に接続されている。トランス
２４の一次コイル２６の他方の端子はアースに接続されている。マイクロホン本体には規
格化された３ピンのコネクタが設けられていて、このコネクタにケーブル側コネクタが装
着されることにより、外部からファントム電源が供給されるとともに、電気音響変換され
てなるマイクロホン出力が外部回路に出力されるようになっている。また、上記アースが
アース端子を介してケーブルのアースに接続され、外部回路のアースに接続されるように
なっている。図１において符号１，２，３は上記コネクタの端子番号を示す。１番端子は
アース端子、ホット側の２番端子とコールド側の３番端子は音声信号の出力端子で、上記
トランス２４の二次コイル２８の一方の端子が２番端子に、二次コイル２８の他方の端子
が３番端子に接続されている。上記ケーブルと３コネクタを介して外部からファントム電
源が供給され、マイクロホン内では上記二次コイル２８のセンタータップがファントム電
源回路１４に接続され、ファントム電源がマイクロホン回路１２に供給されるように構成
されている。
【００１７】
　内蔵電源電池２０でマイクロホン回路１２が動作している状態では、フォト－ＭＯＳリ
レー３０の接点すなわち二つのＭＯＳＦＥＴ３４の端子間の抵抗は、前記株式会社東芝製
のＴＬＰ４１７６Ｇの場合１５Ωであることから、内蔵電源電池２０から供給される電流
が１ｍＡとすると、上記二つのＭＯＳＦＥＴ３４の端子間での電圧降下は０．０１５Ｖで
ある。この電圧降下の値は、前述のダイオードによる電圧降下の値と比較すればごく僅か
であり、内蔵電源電池２０の電圧がほぼそのままマイクロホン回路１２に加えられること
になり、マイクロホンの出力レベルの低下という不具合は発生しない。
【００１８】
　図２に示すような従来例では、内蔵電源電池２０にファントム電源から電流が流れ込む
のを防止するダイオードを、内蔵電源電池２０に直列に接続している。上記ダイオードに
は、ファントム電源からの逆流防止時に若干の逆方向電流が流れる。例えば、株式会社日
立製作所製のダイオードＩＳＳ１９８の場合、６Ｖの逆電圧をかけると約７０μＡの電流
が流れ、この電流が内蔵電源電池２０に流れることになり、内蔵電源電池２０に不具合を
生じることになる。これに対して図２に示すような本願発明の実施例によれば、フォト－
ＭＯＳリレーの遮断時の抵抗は１×１０の１４乗Ωであることから、内蔵電源電池２０に
流れ込む逆電流は皆無といってよい。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明にかかるコンデンサーマイクロホンの実施例を示す回路図である。
【図２】コンデンサーマイクロホンの従来例を示す回路図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１０　　マイクロホンユニット
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　１２　　マイクロホン回路
　１４　　ファントム電源供給回路
　２０　　内蔵電源
　３０　　フォト－ＭＯＳリレー
　３２　　発光ダイオード
　３４　　スイッチ手段としてのＦＥＴ

【図１】

【図２】
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